
令和５事業年度

決　算　報　告　書

第１４期　事 業 年 度

自　令 和　５年　４月　１日

至　令 和　６年　３月３１日

公立大学法人　広島市立大学



（単位：百万円）

差額

（決算－予算）

収入

運営費交付金 3,258 3,258 －

授業料、入学料及び入学検定料収入 1,200 1,196 △ 4 （注１）

受託研究収入 31 63 32 （注２）

補助金収入 0 44 44 （注２）

寄附金収入 23 22 △ 1 （注２）

雑収入 146 153 7 （注３）

積立金取崩 204 187 △ 17 （注４）

計 4,864 4,926 62 　

支出

教育研究経費 1,188 1,055 △ 133 （注５）

人件費 2,939 2,969 30 （注６）

一般管理費 681 693 12 （注７）

受託研究経費 31 56 25 （注２）

補助金事業費 0 40 40 （注２）

寄附金事業費 23 20 △ 3 （注２）

計 4,864 4,835 △ 29 　

○　予算と決算の差異について
（注１）　大学在籍学生数の減等

○　損益計算書の計上金額と決算額の差異について
　（収益と収入決算額の差異）
　⑴　決算報告書では、損益計算書に収益として計上されていない固定資産取得に充てられた収
　　入等が収入として計上されています。
　⑵　損益計算書では、授業料等のうち減免等により収入がなかった金額が収益として計上され
　　ています。
　（費用と支出決算額の差異）
　⑴　決算報告書では、損益計算書に費用として計上されていない固定資産取得額等が支出とし
　　て計上されています。
　⑵　損益計算書では、決算報告書に支出として計上されていない減価償却費や授業料等の減免
　　額等が費用として計上されています。

○　損益計算書の計上金額と決算額の集計区分の差異について　
　　一般管理費の一部について、損益計算書上では教育経費、研究経費及び教育研究支援経費と
　して計上しているものがあります。

　　　　ついては寄附金額が見込みより減少したため決算額が減となっています。

（注２）　外部資金は、受入れ実績等に基づき予算額を計上しましたが、受託研究及び補助金に
　　　　ついては受託金額及び補助金額が見込みより増加したため決算額が増となり、寄附金に
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区　　　　　　分 予算額 決算額 備　考

（注７）　燃料費高騰による光熱水費の支出増

（注３）　教員住宅について年度途中の入居による貸付料収入の増
（注４）　効率的な執行等により生じた財源を事業費に充当したことなどによる減
（注５）　教員研究費の計画的執行等による執行残
（注６）  教員退職手当が見込みより増加したこと、給与改定等により職員人件費が増加したこ
        となどによる支出の増


